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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第３区分
【発行日】平成30年11月8日(2018.11.8)

【公開番号】特開2017-69815(P2017-69815A)
【公開日】平成29年4月6日(2017.4.6)
【年通号数】公開・登録公報2017-014
【出願番号】特願2015-194398(P2015-194398)
【国際特許分類】
   Ｈ０４Ｎ   5/232    (2006.01)
   Ｇ０２Ｂ   7/34     (2006.01)
   Ｇ０２Ｂ   7/28     (2006.01)
   Ｇ０３Ｂ  13/36     (2006.01)
   Ｈ０４Ｎ 101/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０４Ｎ    5/232    　　　Ｚ
   Ｇ０２Ｂ    7/34     　　　　
   Ｇ０２Ｂ    7/28     　　　Ｎ
   Ｇ０３Ｂ   13/36     　　　　
   Ｈ０４Ｎ  101:00     　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成30年9月28日(2018.9.28)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】請求項７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【請求項７】
　前記生成手段は、前記撮像画像データの画素信号の階調数がｔ１の場合、前記複数の副
画素の信号の階調数を、
ｔ１＞ｔ２≧ｔ１／瞳分割数
を満たす階調数ｔ２に決定する、
ことを特徴とする請求項５に記載の撮像装置。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１５】
　フラッシュ１１５は、好ましくはキセノン管を用いた閃光照明装置であるが、連続発光
するＬＥＤを備えた照明装置であってもよい。ＡＦ補助光出力部１１６は、所定の開口パ
ターンを有するマスクの像を投光レンズを介して被写界に投影し、低輝度の被写体や低コ
ントラストの被写体に対する焦点検出能力を向上させる。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３４】
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　本実施形態の撮像素子と瞳分割との対応関係を示した概略図を図６（ａ）に示す。ここ
では、代表して瞳部分領域５０９～５１２について示している。それぞれの瞳部分領域を
通過した光束は、撮像素子の副画素２０９～２１２に互いに異なる角度で入射し、光電変
換部３０９～３１２で受光される。同様に、瞳部分領域５１３～５１６を通過した光束は
光電変換部３１３～３１６で、瞳部分領域５０５～５０８を通過した光束は光電変換部３
０５～３０８で、瞳部分領域５０１～５０４を通過した光束は光電変換部３０１～３０４
で受光される。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３９】
　前ピン状態（ｄ＜０）では、被写体８０２からの光束のうち、瞳部分領域５０９～５１
２を通過した光束は、撮像面８００より被写体側の位置で集光する。その後、光束の重心
位置Ｇ０９～Ｇ１２を中心として幅Γ０９～Γ１２に広がり、撮像面８００でボケた像と
なる。ボケた像は、撮像素子に配列された撮像画素を構成する副画素２０９～２１２によ
り受光され、視差画像が生成される。よって、各撮像画素の副画素２０９の信号から構成
される画像には、重心位置Ｇ０９に幅Γ０９にボケた被写体８０２の像が記録される。副
画素２１０～２１２のそれぞれから構成される画像についても、重心位置Ｇ１０～Ｇ１２
に幅Γ１０～Γ１２にボケた被写体８０２の像が記録される。なお、瞳部分領域５１３～
５１６、５０５～５０８、５０１～５０４を通過した光束についても同様である。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５１】
　式（１）において、ビット数ｂ１，ｂ２を、階調数ｔ１，ｔ２に置き換えると、
　ｔ１＝２ｂ１，ｔ２＝２ｂ２なので、
　ｔ２≧ｔ１／Ｎｐ　　　　（２）
となる。この場合も、階調数ｔ２＜ｔ１とすると、ＬＦデータ量を削減することができる
。
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